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○
議
案
第
1
号　

民8　
　

8

　

草
津
町
手
話
言
語
条
例
の
制
定

　

手
話
が
言
語
で
あ
る
と
の
認
識

に
基
づ
き
、
手
話
へ
の
理
解
と
普

及
、
町
や
町
民
の
役
割
に
つ
い
て

定
め
た
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

○
議
案
第
2
号　

総8

8

　

草
津
町
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
の

管
理
及
び
利
用
料
条
例
の
一
部
改

正
　

草
津
町
の
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上

と
、
物
価
の
上
昇
な
ど
に
対
応
し

た
安
定
的
な
維
持
管
理
を
行
う
た

め
、
大
滝
乃
湯
と
西
の
河
原
露
天

風
呂
の
利
用
料
が
改
定
さ
れ
ま
し

た
。

■
大
滝
乃
湯(

一
般
大
人)

　
　
　
　
　
　
　
　

900
円
→
980
円

■
西
の
河
原
露
天
風
呂(

一
般
大
人)

　
　
　
　
　
　
　
　

600
円
→
700
円

※
詳
し
く
は
各
施
設
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

○
議
案
第
3
号　

民8

　

草
津
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正　

　

国
に
お
い
て
「
健
康
保
険
法
施

行
令
」
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
当
条
例
に
お
い
て
も
法
改
正

に
対
応
し
、
出
産
育
児
一
時
金
の

金
額
を
40
万
４
千
円
か
ら
40
万
8

千
円
に
改
正
し
ま
し
た
。

○
議
案
第
4
号　

民8

8

　

草
津
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部

改
正

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
収
入
が
著
し
く
減
少
し

た
第
１
号
被
保
険
者
の
介
護
保
険

料
の
減
免
に
関
す
る
規
定
を
、
昨

年
度
に
続
き
整
備
し
ま
し
た
。

○
議
案
第
5
号　

総8

8

　

御
座
之
湯
の
設
置
及
び
管
理
運

営
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

御
座
之
湯
の
利
用
料
に
つ
い
て

入
浴
の
み
、
一
般
大
人
が
100
円
の

値
上
げ
を
し
て
700
円
と
な
り
ま
し

た
。

※
詳
し
く
は
施
設
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

○
議
案
第
6
号　

総8

　

町
営
ス
キ
ー
場
等
の
管
理
及
び

利
用
料
条
例
の
一
部
改
正

　

草
津
温
泉
ス
キ
ー
場
に
建
設
中

の
「
天
狗
山
ブ
ラ
ン
コ
」
の
利
用

料
金
等
を
制
定
し
、
撤
去
が
完
了

し
て
い
る
青
葉
山
第
三
ロ
マ
ン
ス

リ
フ
ト
を
ス
キ
ー
場
施
設
一
覧
か

ら
削
除
し
ま
し
た
。

○
議
案
第
10
号　

民8　

　

工
事
請
負
契
約
に
係
る
協
定
の

締
結

　

立
体
交
差
事
業
令
和
４
年
度
工

事
に
係
る
協
定
に
つ
い
て
、
基
本

協
定
を
結
ん
で
い
る
群
馬
県
を
相

手
方
に
、
協
定
金
額
１
億
４
２
６

０
万
５
千
円
で
締
結
し
ま
す
。

○
議
案
第
11
号　

温8 

8

　

温
泉
引
用
者
移
転
許
可　

【
施
設
名
】
旧
泉
南
荘

【
源
泉
名
】
湯
畑

【
給
湯
量
】
９
ℓ
／
分

新　(

株)

ニ
ュ
ー
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

　
　

代
表
取
締
役　

小
林
恵
生

旧　

市
川
郁
夫

〇
議
案
第
12
号　

温8

　

温
泉
引
用
者
移
転
許
可

【
施
設
名
】(

仮)

草
津
ス
タ
イ
ル

【
源
泉
名
】
万
代

【
給
湯
量
】
28
ℓ
／
分

新　
（
株
）
四
季
リ
ゾ
ー
ツ

　
　
代
表
取
締
役
社
長　
山
中
直
樹

旧　
メ
ル
コ
リ
ゾ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス(

株)

　
　
代
表
取
締
役　

重
光
邦
彦

〇
議
案
第
13
号　

温8

　

温
泉
引
用
増
量
許
可

【
施
設
名
】
旅
館
た
む
ら

【
源
泉
名
】
地
蔵

【
給
湯
量
】
40
ℓ
→
44
ℓ
／
分

【
申
請
者
】
田
村
長
三

〇
議
案
第
14
号

　

特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の

の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
　

平
成
22
年
度
か
ら
行
っ
て
い
る

町
長
の
給
与
総
支
給
額
の
15
％
相

当
分
を
期
末
手
当
で
減
額
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
令
和
４
年
度
に
お

い
て
も
引
き
続
き
15
％
分
を
減
額

す
る
た
め
条
例
に
お
け
る
附
則
の

改
正
を
行
い
ま
し
た
。

景観保護整備事業 +　　　　　1,115 万円
生活支援商品券事業 +　 　 　 　 6,905 万円
ダスト搬送コンベヤ緊急整備 +　 　 　 　 1,543 万円
草津温泉まち歩き共通クーポン券事業 +　 　 　 　 6,1 1 3 万円
立体交差事業 +　 　 　 　 3,868 万円
町単独道路等整備事業 +　 　 　 　 4,300 万円

○議案第７号　総・民8888
Ｒ４　一般会計補正予算（第３次）
　　　　　　　　　【補正額】　２億４,８７８万円
　　　　　　　　　【総　額】５１億９,７５０万円
■主な内容　（歳出）

○議案第８号　民88
Ｒ４　介護保険特別会計補正予算（第１次）
　　　　　　　【補正額】　　　　 ５４万円　
　　　　　　　【総　額】 ５億８,８５９万円

○議案第9号　総88
Ｒ４　千客万来事業会計補正予算（第１次）　
　　　　　　　　【補正額】　　２,８７９万円
　　　　　　　　【総　額】 １億６,５０５万円

■主な内容（歳出）

■主な内容　（資本的支出）

 包括的支援事業　　５４万円

 天狗山ブランコ工事増額、ジップライン安全システム構築
2,879 万円

こんなことが

きまりました

6 月定例会
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■繰越明許費にかかる繰越計算書
事　業　名 翌年度繰越額

報告第１号 
Ｒ３ 一般会計予算

マイナンバーカード所有者の転出・転入手続
のワンストップ化に係るシステム改修委託 273 万円

立体交差カルバート設置工事 5,700 万円

町内オーバーレイ・維持補修工事 440 万円

草津温泉駐車場建設工事 4,481 万円

報告第３号 
R ３ 公共下水道特別会計予算 下水処理場再構築事業 5 億 1,730 万円

■事故繰越し繰越計算書
報告第４号 
R ３ 公共下水道特別会計予算 下水処理場再構築事業 8,300 万円

報告第 2 号
令和 3 年度  草津よいとこ元気基金運用状況

基金への積立金
基金の使いみち

7 億 6,165 万円
4 億 2,845 万円

その他町長が必要と
認める事業
1億 3,403 万円

安心して過ごすことの
できるまちづくり
1,316 万円

子育て支援、健康と福祉、
教育の充実
3,620 万円

芸術、文化、スポーツ振興
672 万円

専決処分事項の承認　補正予算（一般会計・特別会計）
議　　案　　名 補正／総額 主な内容（歳出）

承認第１号
R３一般会計補正予算（第11次）

補正額
総　額

+4 億 595 万円
61 億 9,698 万円

草津よいとこ元気基金積立金 + 3 億 6,214 万円
財政調整基金事業 + 2 億　　2 万円
住民税非課税世帯臨時特別給付金事業 － 3,355 万円
福祉医療費給付事業 － 913 万円
障害者自立支援事業 － 519 万円
町単独都市計画整備事業 － 1,126 万円
各種予防接種実施事業 － 559 万円
新型コロナウイルスワクチン接種事業 － 400 万円

承認第２号
R３国民健康保険特別会計補正予算（第３次）

補正額
総　額

－ 1 億 5,351 万円
7 億 3,087 万円

一般被保険者療養給付事業 － 1 億 2,471 万円
一般被保険者高額療養事業 － 2,237 万円

承認第３号
R ３介護保険特別会計補正予算（第４次）

補正額
総　額

－ 2,992 万円
5 億 7,484 万円

施設介護サービス給付事業 － 588 万円
一般介護予防事業 － 388 万円

承認第４号
R３後期高齢者医療特別会計補正予算（第４次）

補正額
総　額

－ 490 万円
1 億 1,946 万円

後期高齢者医療広域連合納付事業 － 182 万円
予備費 － 273 万円

承認第５号 
R３公共下水道事業特別会計補正予算（第３次）

補正額
総 額

－ 27 万円
8 億 4,238 万円

元金償還 － 24 万円
利子償還 － 28 万円

承認第６号 
R３前口簡易水道事業特別会計補正予算（第２次）

補正額
総 額

－ 14 万円
521 万円

元金償還 － 22 万円
利子償還 － 6 万円

温泉、観光、産業振興
2億 3,835 万円

議案はそれぞれの担当委員会で
詳細な審議が行われた後、
最終日の本会議で議決されました。

総8  …888総務観光常任委員会8
民 …888  8民教土木常任委員会　
温8 8 …88温泉温水対策特別委員会

〇
報
告
第
５
号

　

温
泉
引
用
者
名
義
移
転　

【
施
設
名
】
シ
ー
ダ
ー
ロ
ッ
ジ

【
源
泉
名
】
万
代

【
給
湯
量
】
19
ℓ
／
分

新　

日
建
総
業
（
株
）

　
　

代
表
取
締
役　

越
川　

淳

旧　

越
川
米
子

〇
報
告
第
６
号

　

温
泉
高
度
利
用
許
可　

【
施
設
名
】
ペ
ン
シ
ョ
ン
ら
ん
ぶ
る

【
源
泉
名
】
万
代

【
給
湯
量
】
15
ℓ
／
分

【
申
請
者
】
西
川
美
砂
子

〇
報
告
第
７
号

　

温
泉
高
度
利
用
許
可　

【
施
設
名
】
お
お
る
り

【
源
泉
名
】
湯
畑

【
給
湯
量
】
15
ℓ
／
分

【
申
請
者
】
椿
合
同
会
社

　
　
　
　

代
表
社
員　

目
黒
正
行

〇
報
告
第
８
号

　

温
泉
高
度
利
用
許
可　

【
施
設
名
】
シ
ー
ダ
ー
ロ
ッ
ジ

【
源
泉
名
】
万
代

【
給
湯
量
】
19
ℓ
／
分

【
申
請
者
】
日
建
総
業
（
株
）

　
　
　

代
表
取
締
役　

越
川　

淳
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（
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
の
管
理
及

び
利
用
料
条
例
一
部
改
正
）　

Ｑ
、
大
滝
乃
湯
の
利
用
に
伴
う
前

口
地
区
の
料
金
変
更
は
。

A　

町
長

　

現
在
の
100
円
を
150
円
に
値
上
げ

さ
せ
て
頂
く
。
町
か
ら
同
額
の
負

担
分
を
あ
わ
せ
て
観
光
公
社
の
収

納
分
は
300
円
と
な
る
。

（
国
民
健
康
保
険
条
例
一
部
改
正
）

Ｑ
、
条
例
改
正
の
経
緯
は
。

A　

住
民
課
長

　

健
康
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改

正
に
伴
う
措
置
。
産
科
医
療
補
償

の
掛
金
が
減
額
と
な
っ
た
が
、
42

万
円
の
支
給
総
額
は
変
え
ず
に
掛

金
の
減
額
分
を
出
産
育
児
一
時
金

の
直
接
交
付
分
の
増
額
で
充
当
す

る
。

　
　

8

（
町
営
ス
キ
ー
場
等
の
管
理
及
び

利
用
料
条
例
一
部
改
正
）　

Ｑ
、
ブ
ラ
ン
コ
の
利
用
時
間
、
安

全
対
策
と
、
小
さ
い
ブ
ラ
ン
コ
の

運
用
方
法
は
。

A　

町
長

　

利
用
時
間
は
３
分
、
料
金
は
800

円
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
装
着
・
防

護
ネ
ッ
ト
設
置
の
ほ
か
、
サ
ポ
ー

ト
を
１
人
配
置
し
安
心
し
て
楽
し

ん
で
頂
け
る
よ
う
に
す
る
。
小
さ

い
ブ
ラ
ン
コ
は
子
供
や
「
大
き
い

ブ
ラ
ン
コ
で
は
怖
い
」
と
い
う
お

客
様
む
け
。

Ｑ
、
助
成
対
象
者
、
告
知
状
況
、

費
用
負
担
、
接
種
場
所
は
。

A　

健
康
推
進
課
長

　

16
歳
か
ら
25
歳
の
方
251
名
が
対

象
、
費
用
は
１
人
１
万
６
２
０
０

円
を
３
回
、
医
療
機
関
で
接
種
後

に
記
録
を
提
出
し
て
頂
け
れ
ば
費

用
の
全
額
補
助
を
町
が
行
う
。

　

広
報
誌
（
い
で
ゆ
）
回
覧
等
で

周
知
す
る
予
定
。
12
歳
か
ら
16
歳

の
方
は
定
期
接
種
を
再
開
す
る
。

Ｑ
、
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
は
男

性
に
も
必
要
で
な
い
か
と
言
わ
れ

て
い
る
が
ど
う
か
？

A　

健
康
推
進
課
長

　

情
報
が
入
っ
て
お
ら
ず
今
は
検

討
し
て
い
な
い
。

Ｑ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
事
業
の
状

況
は
。

A　

総
務
課
長

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い

る
。
118
万
１
千
円
を
４
月
分
と
し

て
寄
附
、
５
月
分
を
含
め
累
計
で

232
万
６
４
０
０
円
を
送
金
し
た
。

A　

町
長

　

集
ま
っ
た
金
額
の
５
パ
ー
セ
ン

ト
分
を
毎
月
、
合
計
12
回
日
本
赤

十
字
社
を
通
し
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に

振
り
込
む
。
好
調
に
推
移
し
て
お

り
、
納
税
者
の
皆
様
に
感
謝
す
る

と
同
時
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
道
・

復
興
支
援
と
し
て
行
い
た
い
。

Ｑ
、
広
告
料
の
内
容
は
。

A　

観
光
課
長

　

楽
天
ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
へ

の
掲
載
に
か
か
る
広
告
料
。

Ｑ
、
事
業
の
内
容
は
。

A　

観
光
課
長

　

印
刷
製
本
費
、
ク
ー
ポ
ン
券
を

換
金
す
る
原
資
と
商
工
会
に
対
す

る
委
託
料
。

Ｑ
、
建
設
改
良
費
工
事
の
内
容
は
。

A　

総
務
課
長

　

安
全
対
策
強
化
の
た
め
、
各
監

視
所
の
各
種
ケ
ー
ブ
ル
を
電
線
管

に
挿
入
す
る
も
の
。

Ｑ
、
対
象
者
数
と
期
間
、
４
回
目

の
体
制
は
。

A　

健
康
推
進
課
長

　

対
象
者
数
は
、
60
歳
以
上
の
方

が
２
４
９
３
人
、
基
礎
疾
患
の
あ

る
18
歳
か
ら
59
歳
の
方
が
142
人
、

７
月
下
旬
の
開
始
で
予
定
を
計
画

し
て
い
る
が
、
具
体
的
な
情
報
は

な
い
状
況
。

議案質疑

中澤広夫　議員

宮﨑謹一　議員

議　

 

案　

 

第　

 

2　

 
号

議　

 

案　

 

第　

 

3　

 

号

湯
本
晃
久
議
員

歳
出
【
衛
生
費
／

　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

　
　
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）費
用
助
成
事
業
】

議　

 

案　

 

第　

 

6　

 

号

議　

 

案　

 

第　

 

7　

 

号

(

一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　

(

第
３
次))

歳
出
【
総
務
費
／
草
津
町

　
　
　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
事
業
】

歳
出
【
総
務
費
／

             

ふ
る
さ
と
納
税
事
業
】

歳
出
【
商
工
費
／
草
津
温
泉

　

ま
ち
歩
き
共
通
ク
ー
ポ
ン
券

　
　
　
　
　
　

事
業
（
第
４
弾
）】

歳
出
【
消
防
費
／

　

草
津
白
根
山
火
山
対
策
事
業
】

歳
出
【
衛
生
費
／
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
】

小
林
純
一
議
員

湯
本
晃
久
議
員

金
丸
勝
利
議
員

有
坂
太
宏
議
員

市
川
祥
史
議
員
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Ｑ
、
事
業
内
容
は
。

A　

町
長

　

昨
年
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事

業
を
実
施
し
た
。
今
回
は
名
前
が

違
う
が
前
回
と
同
じ
形
で
実
施
し

た
い
。

A　

住
民
課
長

　

販
売
期
間
は
７
月
19
日
か
ら
７

月
29
日
、
利
用
期
間
は
７
月
19
日

か
ら
令
和
５
年
１
月
31
日
ま
で
。

A　

町
長

　

販
売
期
間
は
あ
る
程
度
、
短
く

さ
せ
て
頂
い
て
、
利
用
期
間
は
灯

油
や
暖
房
器
具
を
買
え
る
よ
う
に

１
月
ま
で
と
し
た
。

Ｑ
、
予
備
費
の
内
訳
を

A　

副
町
長

　

補
正
の
歳
入
と
歳
出
の
差
額
が

生
じ
た
が
、
少
額
な
の
で
予
備
費

に
編
入
し
た
も
の
で
あ
り
、
内
訳

は
な
い
。

Ｑ
、
工
事
の
内
容
は
。

A　

企
画
創
造
課
長

　

ブ
ラ
ン
コ
の
設
置
工
事
の
資
材

の
高
騰
に
伴
う
増
額
、
ジ
ッ
プ
ラ

イ
ン
の
安
全
シ
ス
テ
ム
の
構
築
費

用
。

Ｑ
、
ジ
ッ
プ
ラ
イ
ン
の
事
故
の
経

緯
は
。

A　

企
画
創
造
課
長

　

５
月
２
日
の
午
前
、
終
点
で
お

客
様
と
ス
タ
ッ
フ
が
接
触
、
両
者

が
負
傷
し
救
急
車
で
搬
送
と
な
っ

た
。
即
時
に
休
業
し
、
安
全
対
策

を
施
し
た
上
で
５
月
４
日
か
ら
営

業
を
再
開
し
た
。

A　

町
長

　

お
客
様
は
千
葉
の
方
で
常
務
と

担
当
課
長
で
お
見
舞
い
に
赴
い

た
。
直
ち
に
業
務
を
停
止
さ
せ
、

安
全
装
置
を
設
置
し
絶
対
に
事
故

を
起
こ
さ
な
い
仕
組
み
を
作
っ

た
。

Ｑ
、
ジ
ッ
プ
ラ
イ
ン
の
年
間
稼
働

率
、
売
上
げ
は
。

A　

企
画
創
造
課
長

　

４
月
20
日
現
在
で
令
和
３
年
度

は
累
計
１
万
５
８
１
３
人
、
令
和

４
年
度
５
月
ま
で
の
累
計
２
０
７

０
人
の
利
用
、
売
上
は
令
和
３
年

度
２
８
０
４
万
４
０
０
０
円
、
令

和
４
年
５
月
末
ま
で
402
万
７
２
０

０
円
で
あ
る
。

A　

町
長

　

ジ
ッ
プ
ラ
イ
ン
が
天
狗
山
周
辺

の
売
り
上
げ
の
半
分
を
占
め
、
レ

ス
ト
ハ
ウ
ス
の
売
り
上
げ
に
も
貢

献
し
て
い
る
。
ジ
ッ
プ
ラ
イ
ン
の

施
行
事
業
者
か
ら
稼
働
率
は
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
だ
と
聞
い
て
お
り
、
非

常
に
効
率
が
良
い
。

Ｑ
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
計
算
書

の
投
資
活
動
の
内
容
を
。

A　

企
画
創
造
課
長

　

西
の
河
原
駐
車
場
の
土
地
購
入

費
用
、
建
設
改
良
費
に
伴
う
工
事

費
用
と
委
託
料
の
合
計
で
１
億
１

６
６
９
万
２
千
円
が
支
出
さ
れ
た

も
の
。

　
　

8

宮崎公雄　議員

1,0001,

利用期間：令和4年7月15日
▶令和5年1月31日

￥￥ 000
No．

0000
000

草
津
町
生
活
支
援
商
品
券

取
扱
店
で
使
用
で
き
ま
す
。

転売無効
転売無効

2022
商品券

  生活支
援草津町 草津町生活応援商品券2022

1,0001,
利用期間：令和4年7月15日▶令和5年1月31日

￥￥ 000
No．0000

000

草
津
町
生
活
支
援
商
品
券

取
扱
店
で
使
用
で
き
ま
す
。

転売無効転売無効

2022
商品券

  生活支援
草津町

草津町生活応援商品券2022

1,0001,
利用期間：令和4年7月19日▶令和5年1月31日

￥￥ 000
No．0000000

草
津
町
生
活
支
援
商
品
券

取
扱
店
で
使
用
で
き
ま
す
。

転売無効転売無効

2022
商品券
  生活支援
草津町

草津町生活応援商品券2022
見本

７月 19 日から販売される
草津町生活支援商品券

歳
出
【
資
本
的
支
出
／

　
　
　
　
　
　
　

工
事
請
負
費
】

議　

 
案　

 
第　

 

9　

 

号

(

千
客
万
来
事
業
会
計
補
正

　
　
　
　

予
算(
第
２
次))

歳
出
【
民
生
費
／

　
　
　

生
活
支
援
商
品
券
事
業
】

歳
出【
総
務
費
／
予
備
費
】

金
丸
勝
利
議
員

安
齋
　
努
議
員
　

中
澤
康
治
議
員
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Ｑ　

年
間
券
を
値
上
げ
前
に
購
入

し
た
方
へ
の
対
応
は
。

A　

事
前
に
購
入
し
た
方
へ
の
値

上
げ
は
行
わ
な
い
。
残
り
の
期
間

は
そ
の
ま
ま
使
用
し
て
も
ら
う
。

Ｑ　

値
上
げ
は
何
月
何
日
か
ら

か
。

A　

７
月
１
日
か
ら
実
施
す
る
。

Ｑ　

西
の
河
原
露
天
風
呂
に
町
民

割
引
が
な
い
の
は
何
故
か
。

A　

町
民
の
利
用
が
少
な
い
た

め
。
町
民
の
要
求
が
あ
れ
ば
今
後

検
討
す
る
。

Ｑ　

箱
根
、
熱
海
な
ど
の
温
泉
地

で
は
、
日
帰
り
温
泉
施
設
は
１
０
０

０
円
以
上
す
る
。
今
回
小
幅
な
値
上

げ
だ
が
、
他
の
日
帰
り
温
泉
地
の
料

金
を
検
討
し
て
は
い
か
が
か
。

A　

全
国
の
日
帰
り
温
泉
地
の
デ

ー
タ
を
調
べ
た
。
今
回
は
現
場
で

働
く
人
の
人
件
費
を
上
げ
た
分

と
、
将
来
的
な
投
資
の
面
で
の
値

上
げ
。

Ｑ　

値
上
げ
は
何
月
何
日
か
ら

か
。

A　

７
月
１
日
か
ら
実
施
す
る
。

Ｑ　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に

お
い
て
、
金
額
が
毎
年
変
動
し
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
そ
の
理

由
は
。

A　

100
万
円
～
200
万
円
の
事
業
費

が
対
象
。
上
限
が
200
万
円
で
申
請

の
状
況
で
変
動
が
生
じ
る
。

Ｑ　

申
請
は
区
に
よ
る
も
の
か
。

A　

区
と
調
整
を
し
な
が
ら
行
っ

て
い
る
。
申
請
の
順
番
は
区
長
会

に
任
せ
て
い
る
。

Ｑ　

ふ
る
さ
と
納
税
事
業
を
楽
天

の
サ
イ
ト
を
利
用
し
行
っ
て
い
る

と
の
事
だ
が
、
費
用
対
効
果
は
。

A　

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
行

っ
て
い
る
が
、
楽
天
に
よ
る
も
の

が
50
％
を
占
め
る
。

Ｑ　

ふ
る
さ
と
納
税
で
「
ウ
ク
ラ

イ
ナ
へ
の
支
援
事
業
」
を
日
本
赤

十
字
で
行
っ
て
い
る
が
、
日
赤
か

ら
報
告
は
あ
る
の
か
。

A　

赤
十
字
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
表
さ
れ
て
い
る
。
町
は
人
道

支
援
と
の
思
い
で
寄
付
を
行
っ
て

い
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
赤
十
字
社

は
９
月
ま
で
。

Ｑ　

町
は
３
月
ま
で
の
分
を
ウ
ク

ラ
イ
ナ
へ
寄
付
を
す
る
が
、
９
月

以
降
も
日
赤
を
通
じ
て
寄
付
を
す

る
の
か
。

A　

日
赤
は
延
長
を
す
る
と
思
う
。

Ｑ　

４
月
13
日
に
発
生
し
た
天
狗

山
ゲ
レ
ン
デ
の
地
滑
り
復
旧
工
事

に
関
し
て
詳
し
く
。

A　

４
月
22
日
に
現
地
調
査
を
し

た
が
、
原
因
は
不
明
で
あ
る
。
春

先
の
湧
水
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
今
後
湧
水
防
水
シ
ー
ト
等

の
設
置
を
考
え
て
い
る
。

Ｑ　

こ
の
予
算
は
建
設
費
も
入
る

の
か
。

A　

工
事
費
は
入
っ
て
い
な
い
。

設
計
費
用
の
み
。

●
草
津
町
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ

い
て

　

草
津
町
は
こ
れ
ま
で
、
火
山
の

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
み
が
整
備
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
今
回
草
津
町
国

土
強
靭
化
地
域
計
画
の
策
定
に
併

せ
て
、
水
害
や
地
震
な
ど
の
自
然

災
害
に
関
わ
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
作
成
。
自
助
、
共
助
、
公
助
の

行
動
原
則
へ
の
意
識
付
け
を
促

し
、
町
民
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
を
世
帯
回

覧
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
て

啓
発
を
し
て
い
き
た
い
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

●
本
町
駐
車
場
跡
緑
地
化
整
備
に

つ
い
て

　

本
町
駐
車
場
跡
地
に
係
わ
る
概

要
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
も
み
じ

や
さ
く
ら
な
ど
の
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ

ー
や
ム
ラ
サ
キ
ツ
ツ
ジ
の
植
栽
を

行
な
い
、
草
津
町
ら
し
い
自
然
に

配
慮
し
た
公
園
化
を
実
現
し
た
い

と
の
こ
と
で
し
た
。

●
草
津
か
ら
横
手
山
ゴ
ン
ド
ラ
計

画
の
試
案
に
対
す
る
町
の
考
え
方

に
つ
い
て

　

建
設
設
備
に
あ
た
っ
て
の
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
資
料
を
基
に
、
建
設

費
や
投
資
利
回
り
、
維
持
経
費
な

ど
を
計
算
し
、
売
り
上
げ
が
い
く

ら
必
要
に
な
る
の
か
、
様
々
な
パ

タ
ー
ン
で
検
証
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
う
え
で
、「
建
設
自
体
に

関
し
て
、
民
間
で
行
う
こ
と
に
対

し
て
反
対
す
る
も
の
で
は
な
い
。

町
と
し
て
は
建
設
に
関
し
て
一
切

関
与
を
し
な
い
。」
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

総務

観光
常任委員会

【
議
案
第
２
号

草
津
町
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

の
管
理
費
及
び
利
用
料
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て
】

【
議
案
第
５
号

御
座
之
湯
の
設
置
及
び
運
営

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
】

【
議
案
第
７
号

　

Ｒ
４
年
度
一
般
会
計

　
　
　

補
正
予
算（
第
３
次
）】

【
議
案
第
９
号

  

R
４
年
度
草
津
町

　

 

千
客
万
来
事
業
会
計

　
　

補
正
予
算
（
第
２
次
）】

報告

委員会

地滑りが起きた
天狗山ゲレンデの様子
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温泉

温水
対策特別委員会

民教

土木
常任委員会

Ｑ　

生
活
支
援
商
品
券
事
業
の
内

容
は
？

A　

住
民
台
帳
に
載
っ
て
い
る
６

５
０
０
人
が
対
象
者
で
２
万
円
の

商
品
券
を
１
万
円
で
販
売
す
る
事

業
。
前
回
は
約
90
％
の
方
が
利
用

し
て
お
り
、
使
用
期
限
は
１
月
末

ま
で
の
半
年
間
。

Ｑ　

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
生
活

支
援
特
別
給
付
金
の
対
象
者
人
数

は
？

A　

80
名
が
対
象
で
５
万
円
支

給
、
他
自
己
申
請
が
必
要
な
方
を

10
名
と
み
て
の
予
算
。

Ｑ　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
運
営
の

建
設
・
改
良
工
事
内
容
は
？

A　

ダ
ク
ト
搬
送
コ
ン
ベ
ヤ
等
の

緊
急
整
備
。
予
算
化
が
難
し
く
毎

回
老
朽
化
に
よ
る
緊
急
整
備
に
な

る
が
今
後
も
そ
の
都
度
対
処
せ
ざ

る
を
得
な
い
。

Ｑ　

町
単
独
道
路
等
整
備
工
事
の

内
容
は
？

A　

町
民
か
ら
の
要
望
に
よ
り
調

査
し
た
結
果
、
２
か
所
の
融
雪
道

路
工
事
を
予
定
。

Ｑ　

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

の
事
業
内
容
は
？

A　

対
象
者
は
16
～
25
才
の
女
性

で
251
名
。
３
回
の
接
種
を
西
吾
妻

福
祉
病
院
で
調
整
中
。

Ｑ　

中
学
校
安
全
管
理
対
策
事
業

に
お
け
る
維
持
補
修
内
容
は
？

A　

体
育
館
照
明
交
換
で
器
具
の

不
具
合
に
よ
る
も
の
。
器
具
は
メ

ー
カ
ー
保
証
に
な
る
が
取
付
に
伴

う
工
事
の
予
算
。

Ｑ　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
人
員

に
つ
い
て
、
フ
ル
タ
イ
ム
が
減
り

パ
ー
ト
タ
イ
ム
が
増
え
て
い
る

が
、
そ
の
理
由
は
？

A　

60
歳
以
上
の
方
で
、
フ
ル

タ
イ
ム
で
働
く
よ
り
も
パ
ー
ト
タ

イ
ム
で
働
き
た
い
と
い
う
理
由
か

ら
。
本
人
希
望
に
よ
る
も
の
。

Ｑ　

他
地
域
で
は
待
機
児
童
の
問

題
も
耳
に
入
っ
て
く
る
が
、
ベ
ル

ツ
こ
ど
も
園
に
つ
い
て
は
保
育
士

の
数
は
現
状
足
り
て
い
る
の
か
？

A　

現
状
で
は
十
分
足
り
て
い

る
。

Ｑ　

児
童
室
支
援
員
の
勤
務
形
態

に
つ
い
て
、
フ
ル
タ
イ
ム
が
減
り

パ
ー
ト
タ
イ
ム
が
増
え
て
い
る

が
、
そ
の
理
由
は
？

A　

今
ま
で
も
児
童
室
が
空
い
て

い
な
い
時
間
帯
は
小
学
校
や
図
書

館
等
、
他
の
場
所
で
勤
務
し
て
い

る
実
態
で
あ
り
、
今
後
も
同
様
。

フ
ル
タ
イ
ム
か
ら
パ
ー
ト
タ
イ

ム
へ
変
更
と
な
っ
た
部
分
に
お
い

て
、
賃
金
に
つ
い
て
は
調
整
し
、

今
ま
で
と
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
配

慮
し
て
い
る
。

１
、
一
般
廃
棄
物
処
理
に
つ
い
て

　

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
新

草
津
ウ
ェ
イ
ス
ト
パ
ー
ク
が
令
和

５
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
埋
め

立
て
業
務
を
終
了
す
る
こ
と
に
伴

い
、
無
償
で
搬
出
し
て
い
た
不
燃

ご
み
、
ビ
ン
・
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
資
源
ご
み
を
令
和
５
年
度
当

初
よ
り
搬
出
を
有
償
で
委
託
を
行

う
搬
出
業
者
の
検
討
を
行
っ
て
い

る
。

２
、
食
料
高
騰
に
よ
る
学
校
給
食

の
影
響
に
つ
い
て

　

食
材
調
達
に
影
響
が
な
い
か
の

質
問
に
、
学
校
栄
養
職
員
が
食
材

の
選
定
な
ど
工
夫
を
し
て
お
り
影

響
は
な
い
。
町
長
か
ら
も
、
今
後

に
お
い
て
も
食
料
高
騰
に
関
係
な

く
安
定
し
て
供
給
で
き
る
よ
う
と

努
め
る
と
回
答
が
あ
っ
た
。

　

９
月
27
日
～
29
日
の
３
日
間
、

東
北
で
計
画
、
気
仙
沼
市
東
日
本

大
震
災
遺
構
、
伝
承
館
、
山
葵
沢

地
熱
発
電
所
の
視
察
。

　

※
９
月
27
日
（
火
）
＝
鳴
子
温

泉
泊
ま
り

　

※
９
月
28
日
（
水
）
＝
新
庄

[

ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル]

泊
ま
り

◎
葉
山
町(

姉
妹
都
市)

と
の
交

流
　

※
７
月
28
日
（
木
）
→
海
水
浴

　

※
７
月
29
日
（
金
）
→
葉
山
町

近
郊
観
光
視
察

　

派
遣
対
象
議
員
＝
正
、
副
、
議

長
。
正
、
副
、
委
員
長
。
広
報
委

員
と
す
る
。

【
令
和
４
年
度
草
津
町

　

議
会
視
察
研
修
に
つ
い
て
】

【
議
案
７
号

　
　
　

一
般
会
計
補
正
予
算
】
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災害

経済
対策特別委員会

１
、
草
津
白
根
山
の
状
況
に
つ
い
て

　

気
象
庁
の
公
表
資
料
に
よ
る

と
、「
湯
釜
付
近
の
火
山
活
動
は

静
穏
時
の
状
態
に
戻
る
傾
向
に
は

あ
る
が
、
湯
釜
付
近
の
熱
水
活
動

は
引
き
続
き
や
や
高
ま
っ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
、
警
戒
は
引
き
続
き

必
要
で
あ
る
」
と
の
こ
と
。

　

当
局
か
ら
は
、
４
月
と
５
月
に

行
っ
た
白
根
山
で
の
避
難
訓
練
の

報
告
及
び
現
状
の
監
視
体
制
に
つ

い
て
の
説
明
、
５
月
30
日
か
ら
白

根
山
山
頂
駐
車
場
の
無
料
開
放
を

開
始
し
た
旨
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

委
員
か
ら
の
、「
散
策
可
能
な

範
囲
、
避
難
壕
の
状
況
や
熊
の
出

没
状
況
」
な
ど
、
安
全
面
に
つ
い

て
の
質
問
及
び
、「
町
と
火
山
専

門
家
と
の
協
議
状
況
」
な
ど
の
質

問
に
対
し
、
当
局
か
ら
は
、「
気

象
庁
を
は
じ
め
、
町
の
火
山
防
災

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等
と
の
連
携
を
今

後
も
進
め
、
白
根
山
に
お
け
る
安

全
対
策
に
つ
い
て
は
、
し
っ
か
り

と
行
っ
て
い
き
た
い
」
と
の
回
答

が
あ
っ
た
。

２
、
経
済
対
策
に
つ
い
て

　
「
草
津
温
泉
ま
ち
歩
き
共
通
ク

ー
ポ
ン
券
事
業
」
の
状
況
に
つ

い
て
、
当
局
か
ら
報
告
が
あ
っ

た
。
委
員
か
ら
の
、「
愛
郷
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
県
民
割
が
全
国
に
拡

大
し
た
場
合
、
こ
れ
ま
で
と
同
様

に
町
内
限
定
の
ク
ー
ポ
ン
券
の
発

行
が
出
来
る
か
」
と
の
質
問
に
対

し
、
当
局
か
ら
は
、「
群
馬
県
側

と
協
議
は
必
要
で
あ
る
が
、
草
津

町
内
で
消
費
さ
れ
る
ク
ー
ポ
ン
で

あ
り
、
経
済
喚
起
に
も
繋
が
る
た

め
、
町
と
し
て
も
町
内
で
流
通
で

き
る
ク
ー
ポ
ン
事
業
を
行
い
た

い
」
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

１
、
中
学
生
議
会
に
つ
い
て

　

継
続
し
て
審
議
し
て
き
た
「
中

学
生
議
会
」に
つ
い
て
、教
育
長
、

教
育
委
員
会
事
務
局
び
に
中
学
校

の
校
長
先
生
と
協
議
の
結
果
、
中

学
３
年
生
を
対
象
と
し
、

令
和
４
年
12
月
13
日
（
火
）
に
開

催
す
る
こ
と
で
決
定
し
、
詳
細
な

形
式
内
容
等
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
協
議
し
て
い
く
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

２
、
草
津
町
議
会
議
員
定
数
に
つ

い
て

　

こ
の
件
は
、
令
和
元
年
の
６
月

定
例
議
会
に
お
い
て
、
定
数
削
減

の
発
議
が
提
出
さ
れ
た
こ
と
が
端

緒
で
あ
り
、
当
委
員
会
の
審
議
内

容
の
な
か
で
も
、
町
民
の
皆
様
か

ら
の
注
目
度
が
高
い
項
目
で
あ
り

ま
す
。

　

前
回
、
各
委
員
か
ら
出
さ
れ
た

意
見
を
基
に
協
議
を
行
い
ま
し

た
。

　

委
員
か
ら
は
、

・「
特
定
の
議
員
に
役
職
が
集
中

し
な
い
よ
う
工
夫
す
れ
ば
、
10
人

で
２
つ
の
常
任
委
員
会
制
を
維
持

す
る
こ
と
は
可
能
」

・「
５
名
ず
つ
の
常
任
委
員
会
2

つ
で
も
い
い
と
思
う
。
定
例
会
の

閉
会
中
審
査
を
も
っ
と
活
発
化
す

る
べ
き
」

・「
定
数
が
11
名
以
下
と
な
っ
た

場
合
、
欠
員
が
２
名
生
じ
た
際
に

は
即
座
に
補
欠
選
挙
を
行
う
必
要

が
生
じ
る
。
そ
の
安
全
面
を
考
慮

す
る
必
要
が
あ
る
」

・「
県
内
他
町
村
と
の
比
較
で
も
、

住
民
数
に
対
す
る
議
員
数
の
比
率

は
必
ず
し
も
高
く
は
な
い
」

・「
多
岐
に
渡
っ
て
町
民
の
意
見

を
聞
く
の
は
あ
る
程
度
人
数
が
必

要
」

・「
町
民
は
10
人
に
し
た
方
が
よ

い
と
い
う
声
が
多
い
。
町
民
の
納

得
も
必
要
」

・「
多
く
の
方
の
支
持
を
集
め
た

議
員
と
し
て
議
論
を
交
わ
す
こ
と

が
大
事
で
、
少
数
の
意
見
だ
け
を

と
り
あ
げ
る
と
、
お
か
し
な
問
題

が
議
会
の
中
に
出
て
き
て
し
ま

う
」

・「
観
光
業
で
な
い
人
や
若
手
、

女
性
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
バ
ッ
ク

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ
方
が
い
た
方

が
い
い
。
定
数
が
減
れ
ば
「
自
分

の
出
る
幕
は
な
い
」
と
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
こ
な
い
方
も
出
て
し
ま

う
」

・「
町
民
の
方
と
話
を
し
て
決
め

て
い
き
た
い
」

・「
議
会
改
革
で
は
な
く
て
議
員

改
革
を
先
に
や
る
べ
き
で
は
な
い

か
」

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
、
次
回
９

月
開
催
ま
で
の
間
に
各
議
員
に
お

い
て
町
民
の
皆
様
に
意
見
を
聞
い

て
頂
き
、
議
論
を
継
続
し
て
い
く

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

議会

改革
特別委員会

草津温泉まち歩き
共通クーポン券
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湯本晃久　議員

【
介
護
を
要
す
る
方
に
温
泉
入
浴

の
機
会
を
】

Ｑ　

多
く
の
草
津
町
民
に
と
っ

て
、
温
泉
地
に
住
ん
で
い
る
こ
と

を
最
も
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
、
常
に
無
料
で
気
軽
に

入
浴
が
で
き
る
共
同
浴
場
の
存
在

で
あ
る
。
常
日
頃
、
共
同
浴
場
を

適
切
に
管
理
運
営
さ
れ
、
ま
た
安

全
の
維
持
に
尽
力
を
さ
れ
て
い
る

町
当
局
や
各
地
区
の
皆
さ
ん
に
改

め
て
深
く
敬
意
を
表
す
。

　

最
近
「
在
宅
介
護
を
受
け
て
い

る
方
か
ら
、
温
泉
に
入
り
た
い
と

言
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。」
と
の
お

話
を
介
護
従
事
者
の
方
か
ら
伺
っ

た
。「
子
供
の
頃
か
ら
共
同
浴
場
に

通
っ
て
い
た
方
が
入
浴
介
助
を
必

要
と
す
る
状
況
に
な
ら
れ
た
場
合

に
、
従
来
利
用
し
て
い
た
男
女
別

の
共
同
浴
場
に
着
衣
の
ヘ
ル
パ
ー

さ
ん
を
伴
っ
て
入
浴
す
る
の
は
は

ば
か
ら
れ
る
。
通
所
介
護
の
施
設

で
入
浴
は
で
き
る
が
、
そ
こ
に
は

（
一
部
施
設
を
除
い
て
）
慣
れ
親

し
ん
だ
草
津
の
温
泉
は
な
い
。
短

時
間
の
利
用
で
い
い
の
で
、
介
助

を
受
け
な
が
ら
温
泉
に
入
れ
る
施

設
が
あ
れ
ば
あ
り
が
た
い
。」
と
の

こ
と
だ
っ
た
。

　

こ
の
件
に
つ
い
て
、
例
え
ば
、

①
既
存
の
共
同
浴
場
で
、
ス
ペ
ー

ス
的
に
余
裕
の
あ
る
と
こ
ろ
が
あ

れ
ば
、
そ
こ
に
介
助
入
浴
が
可
能

な
浴
室
を
増
設
し
て
、
予
約
制
か

つ
介
助
者
の
立
会
い
を
前
提
と
し

て
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
あ

る
い
は　

②
既
存
の
有
料
の
貸
切

入
浴
施
設
で
、
そ
の
利
用
料
に
介

護
保
険
を
適
用
で
き
る
よ
う
に
す

る
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
準
じ
た
低

廉
な
料
金
で
の
利
用
を
認
め
る　

と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
ご
検
討
頂

け
な
い
か
。
町
長
の
お
考
え
を
伺

い
た
い
。

町
長　

温
泉
は
、
草
津
住
民
に
と

っ
て
観
光
面
は
も
と
よ
り
、
自
ら

の
生
活
に
お
い
て
か
け
が
え
の
な

い
支
え
と
な
っ
て
お
り
、
入
浴
習

慣
を
持
つ
方
々
は
温
泉
入
浴
を
い

つ
ま
で
も
続
け
た
い
と
い
う
思
い

が
あ
る
こ
と
は
十
分
認
識
し
て
い

る
。

　

ご
質
問
の
共
同
浴
場
あ
る
い
は

有
料
の
貸
切
り
入
浴
施
設
に
お
い

て
、
浴
室
の
増
設
も
し
く
は
予
約

に
よ
り
介
護
同
伴
を
条
件
に
温
泉

入
浴
が
で
き
な
い
か
と
い
う
点
に

つ
い
て
は
、
総
合
的
な
見
地
か
ら

見
た
場
合
、
現
在
の
共
同
浴
場
の

利
用
形
態
で
は
、
介
護
入
浴
と
の

す
み
分
け
は
相
当
難
し
い
も
の
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

一
つ
に
は
、
共
同
浴
場
の
利
用

状
況
を
調
査
す
る
と
と
も
に
、
地

域
住
民
の
理
解
を
得
る
こ
と
も
大

切
で
あ
り
、
さ
ら
に
現
状
で
は
浴

場
施
設
に
お
け
る
脱
衣
場
等
の
広

さ
も
十
分
な
く
、
敷
地
の
状
況
を

考
慮
し
て
も
す
ぐ
に
拡
張
を
す
る

な
ど
の
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
は
困
難

で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。
ま
た
、

介
護
保
険
法
に
お
い
て
も
、
訪
問

入
浴
介
護
は
当
事
者
の
居
宅
を
訪

問
し
、
浴
槽
を
提
供
し
て
入
浴
の

介
護
を
行
う
も
の
と
規
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
条
件
が
満
た
さ

れ
な
い
状
態
で
実
施
し
た
場
合
に

は
、
保
険
給
付
費
に
算
定
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い

る
。

　

し
か
し
湯
本
議
員
の
質
問
に
あ

る
と
お
り
、
草
津
に
お
住
ま
い
の

皆
様
が
い
つ
ま
で
も
温
泉
に
入
り

た
い
と
い
う
気
持
ち
は
尊
重
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

　

そ
の
た
め
、
地
域
福
祉
の
観
点

か
ら
従
事
者
の
支
援
と
し
て
、
介

助
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支
援
を

受
け
、
日
中
の
利
用
が
比
較
的
少

な
い
時
間
帯
を
利
用
し
、
現
在
の

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
併
設

さ
れ
て
い
る
温
泉
浴
場
の
利
用

や
、
こ
の
た
び
地
蔵
地
区
に
設
置

し
た
『
伝
統
湯
地
蔵
』
な
ど
の
公

共
施
設
を
貸
切
り
で
き
る
時
間
を

設
定
し
て
活
用
す
る
な
ど
と
い
っ

た
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

法
令
上
の
問
題
等
を
検
討
し
た
中

で
、
可
能
な
ら
ば
前
向
き
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
う
。

　

ま
た
老
朽
化
等
に
よ
っ
て
、
今

後
共
同
浴
場
の
建
て
替
え
や
整
備

を
実
施
す
る
際
に
、
介
助
浴
に
つ

い
て
の
実
施
可
能
性
を
含
め
た
計

画
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
た

い
。

01

一般
質問
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【
草
津
小
・
中
学
校
の
公
仕
に
つ

い
て
】

Ｑ　

長
期
に
わ
た
り
公
仕
が
配
置

さ
れ
て
い
な
い
状
況
だ
が
、
環
境

保
全
・
安
全
対
策
等
、
公
仕
が
必

要
で
あ
る
と
感
じ
る
。

一　

吾
妻
郡
内
、
群
馬
県
内
で
公

仕
不
在
の
学
校
は
何
校
あ
る
の

か
？

二　

公
仕
が
必
要
な
い
と
の
考
え

な
ら
、
そ
の
理
由
は
？

三　

人
材
が
見
つ
か
ら
な
い
と
い

う
事
で
あ
れ
ば
、
何
ら
か
の
働
き

か
け
は
行
っ
て
い
る
の
か
？

四　

公
仕
不
在
に
よ
り
、
安
全
確

保
や
通
常
業
務
に
支
障
が
出
た

り
、
教
職
員
の
負
担
が
増
え
た
り

し
て
い
な
い
か
？

五　

公
仕
不
在
に
関
係
し
て
事
故

等
が
起
き
た
場
合
、
責
任
に
つ
い

て
ど
う
お
考
え
か
？

教
育
長　

一　

公
仕
不
在
の
学
校

は
当
校
の
他
、
郡
内
に
は
な
く
、

県
内
で
は
他
に
一
校
。

二　

学
校
長
と
教
育
委
員
会
と
で

協
議
し
、
学
校
支
援
員
等
で
十
分

対
応
可
能
と
の
判
断
か
ら
、
現
在

で
は
公
仕
は
配
置
し
て
い
な
い
。

三　

回
答
無
し
。

四　

学
校
管
理
規
則
に
お
い
て
、

学
校
長
ま
た
は
学
校
職
員
が
施
設

の
維
持
管
理
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
学

校
職
員
で
は
補
え
な
い
事
も
あ
る

た
め
、
教
育
委
員
会
職
員
と
学
校

支
援
員
と
で
校
内
の
設
備
点
検
、

修
理
、
校
外
で
は
見
回
り
、
草
刈

り
、
通
学
路
等
の
整
備
、
除
雪
等

を
行
っ
て
お
り
、
学
校
職
員
の
負

担
軽
減
に
努
め
て
い
る
。

町
長
・
教
育
長　

五　

公
仕
の
業

務
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
他
者
等

に
被
害
が
及
ぶ
業
務
は
想
定
し
て

い
な
い
。
事
故
が
発
生
し
た
場

合
、
事
案
に
も
よ
る
が
、
施
設
設

置
責
任
者
で
あ
る
町
長
、
ま
た
は

管
理
運
営
責
任
者
で
あ
る
校
長
が

そ
の
責
を
担
う
。

【
西
吾
妻
福
祉
病
院
の
産
婦
人
科

及
び
小
児
科
の
医
療
体
制
に
つ
い

て
】

Ｑ　

西
吾
妻
福
祉
病
院
の
新
公
立

病
院
改
革
プ
ラ
ン
に
は
「
子
育
て

支
援
に
寄
与
す
る
た
め
産
科
を
継

続
す
る
。
た
だ
し
、
分
娩
は
体
制

確
保
が
困
難
な
た
め
休
止
す
る
」

と
書
か
れ
て
い
る
。
小
児
科
に
つ

い
て
も
、
週
一
日
の
診
療
で
は
十

分
と
は
思
え
な
い
。
現
状
に
対

し
、
町
と
し
て
ど
う
考
え
、
現

在
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
る
の
か
？
ま
た
、
今
後
は

ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
方
針
な
の

か
？

町
長　

吾
妻
郡
内
の
医
師
の
充
足

率
や
不
足
率
は
深
刻
な
状
態
。
県

等
に
対
し
て
、
産
婦
人
科
、
小
児

科
の
充
実
を
求
め
て
い
く
と
い
う

考
え
方
に
つ
い
て
は
、
こ
の
先
も

変
わ
り
は
な
い
。

　

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
を
設
置
し
、
妊
産
婦
へ
の
相
談

支
援
体
制
を
強
化
し
て
い
る
。
妊

産
婦
に
つ
い
て
は
、
町
保
健
師
が

対
応
し
、
病
院
の
助
産
師
と
の
連

携
に
よ
っ
て
相
談
支
援
を
行
っ
て

い
る
。
西
吾
妻
福
祉
病
院
で
は
分

娩
の
取
扱
い
は
休
止
し
て
い
る

が
、
出
産
医
療
機
関
へ
の
移
行
を

適
切
に
行
う
た
め
、
個
人
カ
ル
テ

の
作
成
な
ど
、
妊
産
婦
が
安
心
・

安
全
に
分
娩
で
き
る
よ
う
配
慮
し

て
い
る
。
出
産
後
は
産
婦
健
診
を

実
施
し
、
支
援
の
必
要
が
あ
る
場

合
に
は
、
西
吾
妻
福
祉
病
院
に
お

け
る
産
後
ケ
ア
事
業
の
利
用
へ
つ

な
げ
、
助
産
師
に
よ
る
育
児
の
サ

ポ
ー
ト
や
相
談
支
援
を
実
施
し
て

い
る
。

　

西
吾
妻
福
祉
病
院
で
、
小
児
科

の
専
門
医
師
が
週
一
回
外
来
を
開

設
し
、
乳
幼
児
の
予
防
接
種
も
実

施
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
小
児
科

外
来
は
週
一
回
だ
が
、
発
熱
や
体

調
不
良
時
の
対
応
は
随
時
行
っ
て

い
る
。
緊
急
時
の
受
診
や
夜
間
救

急
の
連
絡
先
等
、
草
津
町
子
育
て

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
等
で
周
知
を
行
っ

て
い
る
。
子
育
て
支
援
を
継
続
的

に
推
進
し
て
い
き
、
町
内
医
療
機

関
や
関
係
構
成
町
村
と
の
連
携
を

深
め
、
引
き
続
き
強
化
し
て
い

く
。

【
草
津
テ
レ
ビ
の
配
線
等
設
備
に

つ
い
て
】

Ｑ　

町
内
の
各
所
で
草
津
テ
レ
ビ

の
ア
ン
テ
ナ
線
や
保
安
器
、
分
配

器
等
、
使
わ
れ
て
い
な
い
設
備
が

見
ら
れ
る
。
安
全
面
を
考
え
る
と

放
置
し
て
お
く
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
町
と
し
て
ど
う
お
考
え
か
？

町
長　

設
置
者
が
撤
去
業
務
を
有

す
る
と
い
う
事
が
法
的
な
前
提
。

放
置
さ
れ
た
ケ
ー
ブ
ル
が
町
の
占

用
許
可
を
受
け
て
い
る
場
所
や
電

力
会
社
や
通
信
会
社
な
ど
の
電
柱

に
設
置
さ
れ
て
い
る
事
も
あ
り
、

こ
の
場
合
は
電
力
会
社
等
と
相
談

し
て
対
応
を
検
討
す
る
。
危
険
で

あ
る
と
判
断
さ
れ
る
時
に
は
、
安

全
措
置
と
し
て
町
が
撤
去
を
行
う

事
も
あ
る
。
昨
年
度
は
五
か
所
程

度
の
ケ
ー
ブ
ル
撤
去
を
実
施
し

た
。
撤
去
費
用
や
財
産
権
等
、
法

的
な
問
題
も
含
ん
で
い
る
た
め
、

撤
去
や
処
分
の
全
て
を
町
が
担
う

と
い
う
事
は
断
言
で
き
ず
、
状
況

に
よ
っ
て
の
対
応
に
な
る
。
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Ｑ　

観
光
地
に
お
け
る
喫
煙
場
所

A　

ニ
ー
ズ
の
把
握
と
対
応
に
つ

い
て
調
査
す
る

Ｑ　

あ
る
時
、
青
年
部
員
よ
り
草

津
町
の
た
ば
こ
税
は
い
く
ら
あ
る

か
？
と
い
う
質
問
を
受
け
た
。
道

後
温
泉
で
は
、
た
ば
こ
税
を
維
持

す
る
、
ま
た
路
上
喫
煙
、
受
動
喫

煙
を
鑑
み
喫
煙
場
所
を
整
理
し
た

事
例
を
聞
い
た
。
世
の
中
は
健
康

志
向
が
強
ま
り
喫
煙
者
の
風
当
た

り
は
強
い
が
、
今
な
お
喫
煙
率
は

５
人
に
１
人
の
割
合
が
あ
る
。
観

光
地
に
お
い
て
対
応
は
様
々
だ

が
、
有
馬
温
泉
で
は
加
熱
式
た
ば

こ
専
用
の
喫
煙
所
を
２
か
所
設
置

す
る
な
ど
喫
煙
マ
ッ
プ
・
ス
テ
ッ

カ
ー
・
電
子
タ
バ
コ
専
用
な
ど
喫

煙
場
所
を
整
理
し
て
い
る
観
光
地

が
多
い
よ
う
に
感
じ
る
。

　

草
津
町
も
街
歩
き
範
囲
が
広
が

り
滞
在
時
間
が
増
え
て
い
く
な

か
、
喫
煙
所
の
場
所
と
路
上
喫
煙

禁
止
エ
リ
ア
を
明
示
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
喫
煙
所
が
利
便
性
の
高
い
場

所
に
あ
り
、
存
在
場
所
も
分
か
り

や
す
く
す
る
。
こ
れ
で
路
上
喫
煙

や
受
動
喫
煙
を
防
止
で
き
る
の
で

あ
れ
ば
、
観
光
客
と
町
民
に
と
っ

て
も
良
い
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

町
長　

健
康
増
進
法
に
よ
り
、
公

共
施
設
等
に
お
い
て
禁
煙
や
分
煙

の
取
組
が
加
速
し
、
平
成
30
年
に

は
改
正
が
な
さ
れ
、
地
方
公
共
団

体
の
責
務
と
し
て
、
受
動
喫
煙
を

防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
総
合
的

か
つ
効
果
的
に
進
め
る
こ
と
が
規

定
さ
れ
た
。
よ
っ
て
、
草
津
町
が

所
有
す
る
公
共
施
設
、
観
光
施
設

に
お
い
て
も
、
分
煙
等
の
対
策
は

必
要
不
可
欠
な
状
況
に
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
整
備

の
効
果
と
し
て
、
多
く
の
観
光
客

が
散
策
す
る
ス
ポ
ッ
ト
や
街
歩
き

を
す
る
範
囲
が
以
前
よ
り
も
格
段

に
広
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
喫

煙
所
等
の
場
所
を
必
要
と
す
る
方

が
い
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

　

現
状
は
、
湯
畑
に
一
か
所
、
バ

ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
二
か
所
の
喫
煙

所
を
設
け
て
お
り
、
こ
れ
ら
と
は

逆
に
、
西
の
河
原
や
地
蔵
エ
リ
ア

に
お
い
て
は
、
灰
皿
を
撤
去
し
た

経
緯
が
あ
る
。

　

草
津
温
泉
の
よ
う
な
観
光
地
で

は
、
景
観
と
の
調
和
が
必
要
で
あ

る
こ
と
、
町
民
や
お
客
様
の
健
康

維
持
な
ど
の
面
に
お
い
て
、
慎
重

な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
つ

い
て
ご
理
解
を
お
願
い
し
た
い
。

引
き
続
き
、
町
と
し
て
は
ニ
ー
ズ

の
把
握
と
対
応
の
方
法
な
ど
に
つ

い
て
調
査
を
し
て
い
く
。

Ｑ　

Ｄ
Ｘ
戦
略
の
考
察

A　

草
津
町
に
あ
っ
た
全
体
方
針

を
つ
く
り
た
い

Ｑ　

県
よ
り
令
和
３
年
11
月
に「
ぐ

ん
ま
Ｄ
Ｘ
加
速
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

が
策
定
さ
れ
、
３
年
間
で
日
本
最

先
端
ク
ラ
ス
の
デ
ジ
タ
ル
県
を
目

指
す
目
標
が
掲
げ
ら
れ
た
。
最
近

で
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
受
付
業
務
に

お
い
て
L‌

I‌

N‌

E‌
ア
プ
リ
を
用

い
て
接
種
予
約
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
、
か
な
り
簡
略
化
が
で
き
た
こ

と
は
記
憶
に
新
し
い
。
Ｄ
Ｘ
は
多

岐
に
わ
た
る
が
、
草
津
町
に
お
い

て
も
防
災
・
教
育
・
福
祉
・
行
財

政
改
革
な
ど
活
用
で
き
る
事
例
が

多
く
見
受
け
ら
れ
、 

隣
の
長
野
原

町
が
ド
コ
モ
と
協
力
す
る
内
容
は

草
津
町
で
も
参
考
に
な
る
と
思
わ

れ
る
。

　

今
後
の
Ｄ
Ｘ
を
ど
の
程
度
考
察

し
て
い
る
か
、
ま
た
県
と
同
調
し

進
め
て
い
る
こ
と
、
独
自
に
進
め

て
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば
お
示
し
い

た
だ
き
た
い
。

町
長　

ぐ
ん
ま
Ｄ
Ｘ
加
速
化
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
策
定
さ
れ
、
環
境
・
森

林
・
産
業
・
観
光
・
健
康
・
福
祉
・

教
育
・
防
災
な
ど
各
種
の
政
策
分

野
に
お
い
て
Ｄ
Ｘ
化
を
図
り
、
県

民
の
幸
福
度
を
向
上
さ
せ
た
い
と

し
て
い
る
。

　

国
や
県
が
示
す
よ
う
に
Ｄ
Ｘ
推

進
の
手
順
は
、
Ｄ
Ｘ
の
認
識
の
共

有
・
基
礎
的
な
共
通
理
解
を
組
織

と
し
て
行
い
、
ビ
ジ
ョ
ン
と
工
程

で
構
成
す
る
全
体
方
針
を
決
定

し
、
次
に
、
実
施
し
て
い
く
た
め

の
体
制
構
築
が
必
要
と
な
る
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
草
津
町
の

Ｄ
Ｘ
推
進
に
係
る
基
本
的
な
考
え

方
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
用
い

て
、
い
か
に
住
民
の
利
便
性
が
図

り
、
ま
た
、
観
光
地
と
い
う
視
点

か
ら
草
津
町
に
見
合
っ
た
防
災
や

福
祉
、
そ
し
て
、
経
済
な
ど
に
視

点
を
置
い
た
全
体
方
針
を
つ
く
っ

て
い
き
た
い
。

　

そ
の
た
め
の
情
報
シ
ス
テ
ム
の

標
準
化
や
共
通
化
に
関
し
、
国
が

示
す
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
令
和
7
年

度
ま
で
と
い
う
目
標
が
あ
る
。
計

画
策
定
期
間
の
目
安
は
、
群
馬
県

や
先
進
自
治
体
の
事
例
な
ど
の
研

究
を
行
い
な
が
ら
、
じ
っ
く
り
と

検
討
し
て
い
き
、
並
行
し
て
、
現

在
取
り
組
ん
で
い
る
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
の
普
及
促
進
や
行
政
手

続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
、
特
に
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
強
化
な
ど
に
つ

い
て
順
次
進
め
て
い
き
た
い
。

Ｄ
Ｘ
…
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
略
で
、

デ
ー
タ
と
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活

用
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
や
生
活
を
よ

り
良
い
も
の
に
変
化
さ
せ
る
こ

と
。
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Ｑ　

全
国
的
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
が
収
ま
ら
な
い

中
、
大
変
な
危
機
感
を
持
っ
て
ワ

ク
チ
ン
接
種
体
制
や
様
々
な
対
策

に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
町

長
、
そ
し
て
、
職
員
の
皆
様
に
敬

意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

予
防
接
種
政
策
は
、
つ
ら
い
人

を
助
け
る
で
は
な
く
、
つ
ら
い
人

を
出
さ
な
い
政
策
で
あ
り
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
免
疫
を
つ
け
る

た
め
で
あ
り
ま
す
が
、
完
全
に
発

症
し
な
い
も
の
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
日
頃
の
感
染
予
防
は
必
須
だ

と
思
い
ま
す
。
特
に
高
齢
者
の
発

症
抑
制
は
重
症
化
を
防
ぎ
、
結
果

と
し
て
医
療
費
抑
制
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
状
況
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
ま

た
、
現
在
、
任
意
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
で
一
部
公
費
負
担
の
助
成
は
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
と
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
接
種
状
況

は
ど
う
で
し
た
か
、
特
に
、
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
機
会
を
逃

し
た
方
へ
の
対
応
は
ど
う
な
っ
て

い
ま
す
か
。

　

今
、
加
齢
に
伴
う
免
疫
低
下
に

よ
り
多
く
発
症
し
て
い
る
感
染

症
、
帯
状
疱
疹
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
感
染
症
は
50
歳
以
上
の
発
症
は

65
・
７
％
を
占
め
て
お
り
、
80
歳

以
上
で
３
人
に
一
人
が
か
か
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
原
因
は
過
去

に
か
か
っ
た
水
ぼ
う
そ
う
の
ウ
イ

ル
ス
が
体
内
に
潜
伏
し
続
け
、
免

疫
力
が
落
ち
る
と
発
症
す
る
病
気

で
す
。
発
症
す
る
と
焼
け
る
よ
う

な
痛
み
と
腫
れ
が
帯
状
に
広
が

り
、
後
遺
症
も
多
く
、
腫
れ
が
引

い
た
後
も
痛
み
が
残
り
、
長
期
間

に
わ
た
り
苦
し
ん
で
い
る
人
も
い

ま
す
。

　

現
在
、
50
歳
以
上
の
方
の
任
意

で
の
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

が
可
能
で
す
。
不
活
性
ワ
ク
チ
ン

と
生
ワ
ク
チ
ン
の
２
種
類
が
あ

り
、
接
種
に
は
１
万
円
か
ら
２
万

円
程
度
か
か
り
ま
す
。
町
と
し
て

全
額
助
成
は
厳
し
い
と
し
て
も
、

一
部
で
も
公
費
助
成
で
一
人
で
も

多
く
の
つ
ら
い
人
を
出
さ
な
い
政

策
を
お
願
い
し
ま
す
。
町
長
の
見

解
を
伺
い
ま
す
。

町
長　

町
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制

や
対
応
実
績
に
つ
い
て
評
価
を
い

た
だ
き
感
謝
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

へ
の
対
策
は
、
町
民
そ
し
て
訪
れ

る
お
客
様
の
安
全
と
安
心
を
守
る

た
め
、
最
重
要
課
題
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。　

ワ
ク
チ
ン
接

種
の
３
回
目
は
、
約
４
６
０
０
人

が
接
種
し
、
83
・
８
％
と
高
い
接

種
率
と
な
り
ま
し
た
。
４
回
目
接

種
に
つ
い
て
も
、
改
め
て
町
民
の

皆
様
に
周
知
し
ま
す
。

　

質
問
の
任
意
ワ
ク
チ
ン
接
種
と

な
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

接
種
、
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
で
す

が
、
接
種
者
は
減
少
傾
向
と
な
っ

て
い
ま
す
。
小
児
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
令
和
２

年
度
は
348
人
、
令
和
３
年
度
は
203

人
と
減
少
、
高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
令
和

２
年
度
が
１
７
４
８
人
、
令
和
３

年
度
は
１
５
５
２
人
と
200
人
ほ
ど

減
少
し
ま
し
た
。

　

こ
の
背
景
に
は
、
高
齢
者
は
、

令
和
２
年
度
に
群
馬
県
が
接
種
者

に
対
す
る
補
助
金
を
支
給
し
、
小

児
に
関
し
て
は
町
が
独
自
に
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用

を
全
額
補
助
し
ま
し
た
が
、
令
和

３
年
度
に
は
こ
れ
ら
の
補
助
金
が

な
か
っ
た
た
め
減
少
し
た
と
思
わ

れ
て
お
り
ま
す
。
過
去
の
高
齢
者

の
接
種
状
況
で
平
成
29
年
度
に
は

１
３
２
１
人
の
接
種
で
し
た
の

で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
る
減

少
で
は
な
い
と
分
析
し
て
い
る
。

　

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、

毎
年
該
当
す
る
65
歳
接
種
者
の
接

種
率
は
５
割
程
度
で
変
化
は
な

く
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
は
受
け
て

い
な
い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　

こ
の
予
防
接
種
の
機
会
を
逃
し

た
方
へ
の
対
応
は
、
70
歳
か
ら
の

5
歳
刻
み
で
、
一
度
も
接
種
し
た

こ
と
が
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
れ

ば
接
種
が
可
能
で
あ
る
た
め
、
対

象
者
に
は
通
知
を
発
送
し
て
い
ま

す
。

　

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
質

問
で
す
が
、
議
員
の
指
摘
の
と
お

り
、
国
立
感
染
症
研
究
所
の
公
表

デ
ー
タ
に
よ
る
と
50
歳
以
上
で
の

発
症
率
は
高
く
、
80
歳
以
上
で
は

３
人
に
一
人
が
発
症
し
て
い
る
も

の
と
言
わ
れ
て
お
り
、
大
変
つ
ら

い
思
い
を
さ
れ
て
い
る
方
が
い
る

と
推
測
し
ま
す
。
公
費
の
助
成
に

つ
い
て
は
、前
向
き
に
検
討
す
る
。
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子
供
の
医
療
費
助
成
に
つ
い

て
伺
う
。

　　

町
で
は
、
草
津
町
福
祉
医
療
支

援
給
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
、

今
年
度
も
中
学
生
卒
業
ま
で
の
医

療
費
を
公
費
負
担
で
無
料
化
を
継

続
し
て
い
る
こ
と
は
評
価
す
る
。

こ
れ
を
18
歳
、
高
校
卒
業
ま
で
に

拡
充
し
て
欲
し
い
。
現
在
県
内
で

は
、
15
市
町
村
が
18
歳
ま
で
の
医

療
費
の
助
成
を
行
っ
て
い
る
。
対

象
年
齢
を
18
歳
ま
で
に
引
き
上
げ

た
場
合
、
年
間
で
約

237
万
円
、
ペ

ナ
ル
テ
ィ
ー
が
課
せ
ら
れ
、
社
保
・

共
済
等
を
含
め
て
検
討
。
そ
の
後

試
算
等
を
行
っ
た
か
伺
う
。
高
校

生
が
一
年
間
に
か
か
る
教
育
費
等

が
家
庭
へ
の
負
担
増
加
に
な
っ
て

い
る
。
学
生
支
援
の
為
に
も
、
福

祉
医
療
の
観
点
か
ら
も
補
助
を
。

A　

子
供
の
医
療
費
助
成
に
は
、

条
例
に
基
づ
い
て
支
給
を
し
て
い

る
。
15
歳
ま
で
の
対
象
人
数
は
現

在
約
450
人
。
一
学
年
当
た
り
30

人
、
年
間
費
用
は
１
０
０
０
万

円
。
一
人
当
た
り
22
万
２
０
０
０

円
。
社
保
や
共
済
等
を
含
め
、
18

歳
ま
で
の
高
校
生
の
医
療
費
助
成

を
拡
充
し
た
場
合
、
現
時
点
で
の

積
算
は
200
万
円
程
度
増
え
る
見
込

み
。
今
後
も
保
護
者
等
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
、
医
療
費
の
助
成
に
つ
い

て
検
討
を
継
続
し
て
い
く
。

Ｑ　

吾
妻
郡
ご
み
処
理
場
の
進
捗

状
況
、
ゴ
ミ
処
理
等
に
つ
い
て
。

①
、吾
妻
郡
広
域
ご
み
処
理
場
は
、

今
年
度
に
用
地
取
得
や
測
量
・
環

境
調
査
を
行
う
予
定
だ
が
、
先
月

当
該
地
が
や
っ
と
財
務
省
へ
移
管

し
た
と
の
情
報
を
得
た
。
3
年
前

に
は
令
和
10
年
～
11
年
の
稼
働
開

始
が
想
定
。
現
段
階
で
は
令
和
12

年
～
13
年
と
2
年
～
3
年
遅
れ
、

現
在
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。
新
聞

報
道
で
、
群
馬
県
の
ご
み
排
出
量

は
全
国
ワ
ー
ス
ト
6
位
、
町
は
観

光
客
が
出
す
ご
み
も
算
入
さ
れ
、

県
内
で
ワ
ー
ス
ト
1
。
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
は
老
朽
化
が
進
み
、
毎

年
多
額
の
維
持
管
理
費
が
発
生
。

過
去
に
は
、
大
規
模
な
故
障
に
よ

り
成
田
市
に
ご
み
処
理
依
頼
を
し

た
事
例
も
。
今
後
約
8
年
、
過
去

に
起
き
た
大
規
模
な
故
障
が
発
生

し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
こ

の
ま
ま
吾
妻
衛
生
施
設
組
合
に
よ

る
、
新
ご
み
処
理
施
設
の
計
画
に

協
調
す
る
か
、
町
独
自
で
ご
み
処

理
場
を
建
設
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

A　

吾
妻
環
境
施
設
組
合
か
ら
令

和
4
年
3
月
31
日
付
で
国
土
交
通

省
か
ら
財
務
省
に
所
管
替
え
を
行

い
、
財
務
省
に
お
い
て
公
共
随
契

に
向
け
た
手
続
中
と
の
報
告
。
ご

み
処
理
の
広
域
化
は
人
口
減
少
等

の
社
会
情
勢
の
変
化
や
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
効
率
化
等
の
地
球
規
模
で

の
環
境
問
題
に
よ
り
国
の
主
導
の

下
、
一
般
廃
棄
物
処
理
広
域
化
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
吾
妻

郡
内
の
6
か
町
村
で
吾
妻
環
境
施

設
組
合
を
設
立
。
町
独
自
で
ご
み

処
理
施
設
建
設
と
な
る
と
、
候
補

地
や
様
々
な
法
律
問
題
、
ま
た
資

金
調
達
が
困
難
。
進
行
す
る
吾
妻

環
境
施
設
組
合
に
よ
る
も
の
が
現

実
的
。

②
、
来
年
度
よ
り
、
ご
み
焼
却
灰

を
古
森
の
最
終
処
分
場
に
持
ち
込

む
と
の
こ
と
。
詳
し
い
経
緯
を
。

A　

町
に
は
一
般
廃
棄
物
の
最
終

処
分
場
が
無
い
。
現
在
は
株
式
会

社
ウ
ィ
ズ
ウ
ェ
イ
ス
ト
ジ
ャ
パ
ン

運
営
の
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分

場
、
新
草
津
ウ
ェ
イ
ス
ト
パ
ー
ク

に
埋
立
て
処
分
を
依
頼
。
令
和
5

年
3
月
31
日
埋
立
て
業
務
終
了
。

西
吾
妻
環
境
衛
生
施
設
組
合
の
承

認
を
貰
い
、
令
和
5
年
度
当
初
か

ら
長
野
原
町
古
森
の
最
終
処
分
場

に
搬
入
予
定
。

③
、
粗
大
ご
み
を
排
出
者
が
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
持
込
み
処
理
し

て
い
る
。
町
は
高
齢
化
に
よ
り
免

許
証
の
返
上
が
増
加
。
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
む
事
が
不
可

能
。
多
く
の
都
市
や
市
町
村
が
行

っ
て
い
る
ご
み
処
理
券
の
発
行
を

希
望
。
役
場
や
コ
ン
ビ
ニ
で
ご
み

処
理
券
を
発
行
し
、
収
集
車
は
貼

付
さ
れ
た
も
の
を
運
ぶ
。
高
齢
の

方
が
布
団
等
大
型
家
具
の
処
理
を

す
る
に
は
大
変
な
労
力
が
必
要
。

処
理
業
者
に
頼
む
と
高
額
の
料
金

に
な
る
。ご
み
処
理
券
の
検
討
を
。

A　

町
で
は
排
出
者
本
人
が
搬
入

す
る
か
、
町
許
可
の
一
般
廃
棄
物

収
集
運
搬
許
可
業
者
に
よ
り
、
排

出
者
か
ら
預
か
っ
た
粗
大
ご
み
を

可
燃
ご
み
や
不
燃
ご
み
に
分
け
て

搬
入
。
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
は

粗
大
ご
み
の
保
管
場
所
が
な
く
、

ま
た
粗
大
ご
み
の
解
体
等
を
行
う

職
員
は
い
な
い
。
西
吾
妻
環
境
衛

生
セ
ン
タ
ー
で
は
、
粗
大
ご
み
用

の
シ
ー
ル
を
販
売
し
回
収
を
行
っ

て
い
る
。
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
粗

大
ご
み
等
の
処
理
を
行
う
職
員
が

7
名
在
籍
。
保
管
場
所
及
び
解
体

処
理
場
の
整
備
や
職
員
の
確
保
と

い
っ
た
計
画
が
必
要
。
現
在
計
画

し
て
い
る
処
理
場
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
含
め
、
必
要
な
施
設
確
保
が

可
能
か
検
討
し
た
い
。
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第
一
、「
２
０
１
５
年
1
月
8

日
の
町
長
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」
に
つ

い
て
。
新
井
祥
子
さ
ん
が
性
被
害

を
訴
え
た
件
で
、
テ
レ
朝
は
２
０

１
９
年
12
月
３
日
「
当
日
は
午
前

10
時
か
ら
11
時
ま
で
、
町
長
と
の

面
談
が
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
入
っ
て

い
た
」
と
報
じ
ま
し
た
が
、
現
在

公
開
の
も
の
に
は
そ
れ
が
無
く
、

改
ざ
ん
が
疑
わ
れ
ま
し
た
。
そ
こ

で
百
条
委
員
会
を
開
き
な
が
ら
、

ウ
ソ
を
吐
け
ば
刑
事
罰
が
あ
る
証

人
と
し
な
い
で
、
ウ
ソ
を
吐
い
て

も
問
題
と
さ
れ
な
い
参
考
人
と
し

た
の
は
な
ぜ
で
す
か
？

①　

町
長
は
、
こ
ん
な
嘘
を
吐
き

放
題
の｢

参
考
人
の
証
言｣

で
、

世
間
に
信
用
さ
れ
る
と
思
っ
て
い

る
ん
で
す
か
?

②　

こ
の
テ
レ
朝
報
道
は
「
彼
女

が
前
も
っ
て
ア
ポ
を
取
っ
て
い

て
、
一
人
で
来
て
、
１
時
間
く
ら

い
あ
っ
て
、
町
長
は
10
分
に
い
か

が
わ
し
い
こ
と
が
で
き
る
」
と
い

う
証
明
に
な
り
ま
す
か
ら
、
こ
れ

が
デ
ッ
チ
上
げ
の
捏
造
報
道
な

ら
、
完
全
な
嘘
で
す
か
ら
、
町
長

に
対
す
る
大
変
な
名
誉
棄
損
で
は

な
い
で
す
か
？

　

あ
ん
な
に
訴
訟
好
き
で
、今
も
、

私
が
不
信
任
案
を
出
し
た
こ
と
、

増
田
都
子
さ
ん
た
ち
の
請
願
の
紹

介
議
員
に
な
っ
た
こ
と
を
逆
恨
み

し
て
、
ス
ラ
ッ
プ
訴
訟
を
や
っ
て

い
る
し
…
し
か
も
、
私
と
増
田
さ

ん
に
対
す
る
訴
訟
で
は
、
町
民
の

税
金
を
使
っ
て
や
る
な
ん
て
、
町

民
は
い
い
面
の
皮
の
ト
ン
デ
モ
暴

挙
を
や
っ
て
ま
す
し
…
な
ん
で
、

テ
レ
朝
に
対
し
て
は
、
今
に
至
る

も
刑
事
告
訴
し
な
い
ん
で
す
か
?

　

こ
の
テ
レ
朝
報
道
を
告
訴
告
発

で
き
な
い
、
っ
て
こ
と
は
「『
テ
レ

朝
の
デ
ッ
チ
ア
ゲ
だ
、
捏
造
だ
』

と
い
う
町
長
の
主
張
は
嘘
だ
か

ら
」
っ
て
こ
と
に
な
る
ん
で
す
よ

ね
、
…
あ
な
た
方
の
主
張
に
よ
れ

ば
ね
…
直
ぐ
に
テ
レ
朝
を
捏
造
報

道
に
よ
る
名
誉
棄
損
で
告
訴
す
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
で
す

か
？　

　

第
二
、
町
長
が
本
年
３
月
、
裁

判
所
に
提
出
し
た
町
長
の
カ
レ
ン

ダ
ー
ア
プ
リ
の
２
０
１
５
年
当
日

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
。
町

長
と
副
町
長
は
２
０
２
１
年
９
月

の
全
員
協
議
会
で
「
当
日
、
新
井

さ
ん
は
10
時
15
分
に
来
た
と
記
録

さ
れ
て
い
る
」
と
発
言
し
ま
し
た

が
、
裁
判
所
提
出
の
も
の
に
は
、

そ
の
記
録
が
あ
り
ま
せ
ん
。
議
会

発
言
と
裁
判
所
提
出
文
書
と
、
ど

ち
ら
が
ウ
ソ
で
す
か
？

　

最
後
に
、
町
長
が
昨
年
6
月
の

請
願
代
表
者
の
増
田
都
子
さ
ん
と

紹
介
議
員
の
私
を
「
草
津
町
を
『
セ

カ
ン
ド
レ
イ
プ
の
町
』
と
拡
散
し

た
」
と
言
い
が
か
り
を
つ
け
て
、

町
民
の
税
金
を
使
い
本
年
３
月

末
、
草
津
町
と
し
て
提
訴
し
た
件

に
つ
い
て
。

　

町
長
は
理
由
と
し
て
令
和
３
年

１
月
の
「
ネ
ッ
ト
上
に
セ
カ
ン
ド

レ
イ
プ
の
町
、
草
津
温
泉
に
は
行

か
な
い
等
の
書
き
込
み
に
よ
る
誹

謗
中
傷
を
受
け
憂
慮
…
ダ
メ
ー
ジ

を
受
け
て
い
る
町
経
済
に
対
す
る

速
や
か
な
対
策
の
実
行
を
」
と
い

う
請
願
を
あ
げ
ま
し
た
が
、
訴
状

に
は
「
２
０
２
２
年
」
と
し
て
い

ま
し
た
。
西
暦
換
算
が
で
き
な
か

っ
た
の
で
す
か
？　

ま
た
「
速
や

か
な
対
策
」
を
一
年
間
も
ほ
っ
て

お
い
た
の
は
な
ぜ
で
す
か
？

町
長　

議
長
が
言
っ
た
よ
う
に
、

地
方
自
治
法
の
第
117
条
、
普
通
公

共
団
体
の
議
会
の
議
長
及
び
議
員

は
…
一
身
上
に
関
す
る
事
件
ま
た

は
自
己
も
し
く
は
こ
れ
ら
の
従
事

す
る
業
務
に
直
接
の
利
害
関
係
の

あ
る
事
件
に
つ
い
て
そ
の
議
事
に

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
つ

ま
り
、
あ
な
た
除
斥
（
退
席
）
な

ん
で
す
よ
。
あ
な
た
は
今
の
発
言

が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
は
法
律

が
明
確
に
書
い
て
あ
る
。

　

テ
レ
朝
、
当
時
、
物
す
ご
い
テ

レ
ビ
局
が
こ
こ
へ
入
っ
た
…
世
界

の
マ
ス
コ
ミ
に
流
れ
た
ん
で
す
、

こ
れ
は
。

　

じ
ゃ
、
そ
れ
を
み
ん
な
訴
え
ろ

と
い
う
で
す
か
、
そ
ん
な
こ
と
は

大
き
な
お
世
話
。

　

新
井
氏
と
平
成
27
年
１
月
８
日

で
す
か
、
町
長
室
で
会
っ
た
と
い

う
こ
と
は
最
初
か
ら
認
め
て
い
る

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
10
時
か
ら
11

時
の
間
と
い
う
言
い
方
で
。
15
分

と
言
っ
た
の
は
、
ど
こ
か
の
そ
の

時
間
内
で
と
い
う
意
味
で
言
っ

た
。
だ
か
ら
、
会
っ
て
い
た
と
認

め
て
い
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

　

言
い
忘
れ
た
け
れ
ど
も
、
百
条

委
員
会
を
設
置
し
な
い
町
長
は
不

届
き
だ
と
。
何
言
っ
て
る
。
こ
の

前
も
教
え
た
で
し
ょ
う
、
法
律
を

勉
強
し
な
さ
い
よ
。
つ
く
る
の
は

議
会
が
つ
く
る
、
当
局
が
調
べ
ら

れ
る
の
。
行
政
の
行
為
を
見
張
る

の
が
百
条
委
員
会
、
調
査
す
る
の

が
百
条
委
員
会
。

06

一般
質問
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視察
報告

草津中学校　〜 GIGA スクール授業〜
吾妻教育事務所管内の ICT 教育のモデル校 ( 拠点校、実践推進校）

に草津中学校が指定されました。

GIGA スクール構想事業…国における学校 ICT 整備計画が基になる事業で、令和５年
度末までに児童生徒一人１台端末や家庭でも繋がる通信環境を整備することです。

ICT…Information and Communication Technology の略称で、パソコンやタブレッ
ト端末、インターネットなどの情報通信技術を活用した日本語では「情報通信技術」
と訳されます。

　６月１３日（月）草津中学校に伺い、GIGA
スクール構想事業で整備されたタブレット端
末を使った授業を見学しました。
　今回は技術の授業でしたが、すべての授業
で使用しており、生徒の皆さんも扱い方には
大分慣れた様子で授業が進められていまし
た。

　実際に使用している現場をみる良い機会
をいただきありがとうございました。
　これからも実際の現場を見て体験するこ
とによって問題点や課題等見えてくること
があると思いますので、色々な施設等に伺
っていきたいと思います。

出題されたテーマに対し、班ごとに問題点や対
応策などを端末に入力していました。

黒板の横には大きなモニターが設置され、個々
の端末の画面を全員で見ることができます。

一人１台の学習用端末

授業風景
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件　名 要　旨 請願・陳情者 付託委員会 審査
結果

国民の祝日 ｢海の日｣ を７月
２０日に固定化する意見書の提
出を求める陳情

現在７月の第３月曜とされている国民の祝日「海の日」を
制定趣旨等に鑑み当初の７月２０日に固定化することを求
める意見書を内閣総理大臣宛てに提出願いたい。

海事振興連盟
会長　

衛藤　征士郎
総務観光

常任委員会 不採択

永六輔作詞「いい湯だな」（にほんのうた群馬）の一番
草津二番伊香保三番万座四番水上とドリフ版「いい湯
だな」（登別・草津・白浜・別府）と隠れた第三のレコ
ード「いい湯だな」（白浜・三朝・有馬・城崎）の歌碑
を造る承諾を生前の永六輔さんから書面で得て歌碑設
置活動を陳情者が行っているという情報を、草津町議
会議員全員で共有していただきたいという陳情書

観光資源・音楽文化資源として価値があるので、歌碑があ
ることを町議会議員の全員で情報共有していただきたいと
いう陳情

草津町
小沢　均

議会運営
委員会

審議
未了

音楽の二次的利用 BGM 使用許諾が
とても有効な観光振興手段になると
いう情報を、草津町議会議員全員で
共有していただきたいという陳情書

音楽も文学も著作権法で、作者没後 70 年間権利が保護されている。
BGM 音楽著作権使用料を支払うだけで「使用許諾書」が届き、不法
複写音源などを使用しないで正規の音源を使用すれば、どんな音楽で
もかけることができる。この BGM 音楽二次使用という制度があると、
草津町議会議員全員に、情報を共有してもらいたいという陳情

草津町
小沢　均

議会運営
委員会

審議
未了

草津町議会議員の住所と電話番号が
公開されていないことの矛盾につい
て、草津町議会議員全員で共有して
いただきたいという陳情書

草津町議会では「個人情報保護法」を理由に、議員の住所と電話番号が開示
されず、議会事務局は「住民相談窓口業務」を実施していない。議員誰もが
この制度が「違憲」であることに気付いていないことに驚きを禁じ得ない。
憲法の軽視、個人情報保護法と言えば情報非公開を貫けるという状態にある
ことを、草津町議会議員全員に情報として共有してもらいたいと陳情する。

草津町
小沢　均

議会運営
委員会 不採択

内容証明郵便と書簡を、草津町議
会議員全員で、情報共有していた
だきたいという陳情書

草津町役場行政と草津町議会が二元制でそれぞれ独
立した機関であることを確認したい住民がいること
を、議員の皆様に情報共有して頂きたいという陳情

草津町
小沢　均

議会運営
委員会

審議
未了

草津町議会議員中澤康治氏の活動について
「違法性」があり「憲法の公務員規定全体の
奉仕者」への違反の疑いがあるので、議会及
び町長に情報を共有していただきたいという
陳情書。行政部と議会は二元代表制の中、独
立した機関なので別々に報告をする。

草津町議会議員 中澤康治 氏の言辞に「虚偽罪」「詐欺罪」の違反可能性がある。
また、わたくしに強要したことで「強要罪」である可能性があること。前議員
だった女性に関しては虚偽情報を拡散させた責任がある。電子出版物の発行人
である某氏も「偽証罪」「詐欺罪」の可能性があり、草津町の名誉を棄損した「名
誉棄損罪」である可能性があることを、主権者の 1 人として恩義のある草津温
泉への謝辞として、草津町議会議員各位、再選された黒岩町長に御報告するも
のである。

草津町
小沢　均

議会運営
委員会

審議
未了

沖縄を「捨て石」にしない安
全保障政策を求める意見書の
提出を求める陳情

沖縄を「捨て石」にするかのような安全保障政策は、断じて許され　
るものでありません。喫緊の課題として、下記の事項について意見
書を国および国会に提出されるよう陳情します。１．沖縄を「捨て石」
にした差別的な安全保障政策をやめること２．辺野古新基地建設を
断念すること３．普天間基地は「本土」に引き取り、日本全体で問
題解決すること

辺野古を止める！
全国基地引き取り

緊急連絡会
代表者　大庭和雄

総務観光
常任委員会

審議
未了

消費税インボイス制度の実施
に関する請願書

2023 年１０月からの消費税インボイス制度実施に向けた準備が進
められている。コロナ禍による地域経済が疲弊する下で、中小企業・
自営業者の経営危機が深まっており、この制度に対応できる状況で
はありません。以上のことから、下記のとおり請願します。１．消
費税インボイス制度の実施中止を求める意見書を採択し、政府に送
付していただくこと

吾妻民主商工会
代表者　金澤　敏

（紹介議員：
有坂太宏）

総務観光
常任委員会 不採択

後期高齢者の医療費窓口負担
２割化実施の凍結に関する請
願

国会で 75 歳以上の医療費窓口負担について年収 200 万円以上の人
を１割から２割に引き上げることが決まりました。高齢者の医療負
担割合は若者世代に比べ３倍から４倍程度も重くなっている為、以
下の項目の実現を強く求め、政府関係機関に意見書を提出していた
だくよう請願します。
・75 歳以上の医療費窓口負担２割化実施を凍結すること

全日本年金者組合
群馬県本部 

執行委員長　平田　仁
群馬県本部　吾妻支部

支部長　山本　茂
（紹介議員：有坂太宏）

民教土木
常任委員会 不採択

ベルツ通り街路灯管理費の助
成金求める陳情書

ベルツ通り協議会街路灯組合は近隣の要望を受けて 2001 年に設立
された。その組合が設置した街路灯は約 16 年が経過し腐食が著し
く、予算の都合上、塗装工事を２期に分け実施する。また、工事を
実施するにあたり現下の情勢では財政面の対策が不可欠となってい
る。この街路灯を将来的に当組合が維持管理していくため、あらた
に補助金の追加あるいは増額をご検討いただきたい。

草津町
ベルツ通り協議
会街路灯組合

会長　若林　徹

総務観光
常任委員会

趣旨
採択

中国共産党による臓器収奪の即時
停止ならびに人権状況の改善を求
める意見書の提出に関する陳情

中国共産党による臓器収奪を非難し法輪功に対する
迫害に代表される種々の人権迫害の即時停止を求め
る意見書を日本政府に提出することを要望する。

兵庫県
井田敏美

民教土木
常任委員会

審議
未了

審議結果

請願
陳情
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可…可決　否…否決　○…賛成　×…反対　議長は採決に加わらない為「―」で表示しております。※ R ４＝令和４年度、R ３＝令和３年度

審議結果

議 案

草津町手話言語条例の制定 12 11 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○

草津町健康増進センターの管理及び利用料条例の一部改正 12 11 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○

草津町国民健康保険条例の一部改正 12 11 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○

草津町介護保険条例の一部改正 12 11 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○

御座之湯の設置及び管理運営に関する条例の一部改正 12 11 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○

町営スキー場等の管理及び利用料条例の一部改正 12 11 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○

R4 草津町一般会計補正予算（第３次） 12 10 1 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ― ○ ○

R4 草津町介護保険策別会計補正予算（第１次） 12 11 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○

R4 草津町千客万来事業会計補正予算（第２次） 12 11 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○

工事請負契約に係る協定の締結
（草津町本町入口交差点（仮称）の町道整備） 12 10 1 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ― ○ ○

温泉引用者移転許可（旧泉南荘跡地） 12 11 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○

温泉引用者移転許可（仮称：草津スタイル） 12 11 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○

温泉引用増量許可（旅館たむら） 12 11 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○

特別職の職員で常勤のものの給与に関する条例の一部改正 12 11 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○

【承認】専決処分事項 R3 草津町一般会計補正予算 ( 第 11 次 ) 12 11 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○

【承認】専決性分事項 R3 草津町国民健康保険特別会計補正予算 ( 第 3 次 ) 12 11 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○

【承認】専決処分事項 R3 草津町介護保険特別会計補正予算 ( 第４次 ) 12 11 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○

【承認】専決処分事項 R3 草津町後期高齢者医療特別会計補正予算 ( 第４次 )　12 11 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○

【承認】専決処分事項 R3 草津町公共下水道事業特別会計補正予算 ( 第３次 ) 12 11 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○

【承認】専決処分事項 R3 草津町前口簡易水道事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特別会計補正予算 ( 第２次 )　12 11 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○

工事請負契約の締結（温泉門線地盤改良及びボックスカルバート設置工事）12 10 1 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ― ○ ○

【６月定例会】

【４月 28 日臨時会】

群馬県総合表彰群馬県総合表彰
　５月２０日前橋市群馬会館において、群馬県総合表彰式が行われ、黒岩卓草津町議会議員が

「地方自治の発展向上と住民福祉の増進」に寄与された功績により表彰されました。

出
席
者
数

賛
　
　
成

反
　
　
対

審
議
結
果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
安
齋
　
　
努

有
坂
　
太
宏

市
川
　
祥
史

安
井
　
尚
弘

小
林
　
純
一

金
丸
　
勝
利

中
澤
　
康
治

湯
本
　
晃
久

中
澤
　
広
夫

黒
岩
　
　
卓

宮
崎
　
公
雄

宮
﨑
　
謹
一
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議員が順番に日頃感じていることなど
自由に書く「忙中感記」。
今回は安齋努議員です。

忙 中
感
記

給料上がらず、物価高騰
　今世界中で物の値段が高騰し
ています。原因としてコロナ禍
後の経済活動再開、ロシアのウ
クライナ侵攻など挙げられてい
ますが、我が国日本においては
円安の影響も大きそうですね。
輸入製品が軒並み高くなってい
ます。ガスやガソリンなどのエ
ネルギー、食用油、麺類、パン
やビールなど麦原料の食品な
ど・・・。しかも今はまだ序の
口で夏から秋以降に本格的な値
上げとなる物も多そうです。多
くの欧米先進国でも物価は上が
っていますが、給料も同時に上
がっています。日本では物価の
も上がり、給料は過去30年間ほ
ぼ据え置きのまま。（米国では
約1.5倍増）これでは生活が苦
しくなってくるのも当たり前で
す。ハンバーガーの値段でその

国の物価を示すビックマック指
数。日本は今年、主要57カ国中
33位に低下したそうです。これ
が意味するのは円の価値が下が
り、例えば日本人は海外に行き
にくくなりますが、外国人は日
本に来やすくなり日本のものが
安く感じるということです。コ
ロナが徐々に収束し、少しずつ
インバウンドマーケットが戻っ
てきます。以前より外国人観光
客がより沢山消費してくれるに
違いありません。

Sushiは野蛮！？
　アジア圏の方々に比べて欧米
人の温泉に対する関心は低いよ
うです。
私は30年程前、英国滞在中老
人や障害者の施設でボランティ
ア活動をしたことがあります。
Sushiというおいしい食べ物に
ついてそこのスタッフ達に話を
しました。“生の魚の身を食べ
るなんて気持ち悪い。君たちは
バーバリアン（野蛮人）か？”

と言われたのを覚えています。
それが今ではSushiはおいしい
上にヘルシーだと、もてはやさ
れています。温泉も同じ。体に
いいもの、心地いいものは肌の
色に関係なく共有できると思っ
ています。国内では草津温泉
の名前を知らない人はほぼいな
い。来草する外国人に少しでも
喜んでもらえたらと20年程前や
らせて頂いた「湯畑周辺の英語
ボランティアガイド」などは電
子翻訳機等、デバイスの普及で
もう必要ないのかもしれません
が、しかし週末、平日に関係な
く、またGo Toや県民割の有無
にも関係なしに来て頂け、日本
の物価が安いと感じている世界
各国の人々に草津温泉を選んで
頂ける様、町民の皆様にアドバ
イスやご協力頂きながら、はな
はだ微力ではございますが、ま
た頑張っていきたいなぁと思っ
ている今日この頃です。
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視聴方法
（下記のいずれかの方法でご覧ください）

○草津町議会本会議中継録画配信ホームページ
　（https://www.kusatsumachi-gikai.jp/）
○インターネット検索
　「草津町議会」で検索

○草津町役場ホームページ
　（https://www.town.kusatsu.gunma.jp/）の
　トップページから
　「草津町議会」→「本会議中継録画配信」

議会内容をインターネットで見られます議会内容をインターネットで見られます議会内容をインターネットで見られます 議場へ傍聴にお越しになれない多くの町民の皆さんに、議会で話し
合われている内容をインターネットを通しご自宅でご覧いただけます。


